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1.はじめに
　土木構造物は公共性が高くそのライフサイクルも永いことから、地域の風景として存在し続けることになり、地域
の特性を活かしたデザインを行う必要性がある。新素材の開発・適用は、土木構造物のデザインに新たな可能性を広
げ、従来にない試みが可能となる。本ケースは、新素材である無機系複合材料（以下RPC:Reactive Powder Composite）
を使用した新タイプの橋を架設する際に、材料の持つ特性を活かしながらデザインを試みた事例である。

2.RPCの特性
　今回使用した新素材であるRPCは、セメントや反応性微粉末、珪砂等が
予め配合された「プレミックス」と鋼繊維（または有機繊維）、専用減水剤
及び水を練り混ぜることにより製造され、圧縮強度200N/mm2にも及ぶ高
強度を発揮する他、高耐久性・高流動性・高緻密性等といった高機能を有
する材料である。表-1及び写真-1に、RPCと同等の強度を有する鋼材とコ
ンクリートとを比較する上で、設計曲げモーメント150kNmに対する設計
結果と断面形状を示す。また、RPCは景観設計を行う上で、その材料の持
つ特性上、高強度による部材のスリム化に伴う空間創造力の向上、高流動
性による造形上の自由度の向上、高緻密性及び高い表面転写率による仕上
げ特性及び触感の向上、といった点からデザインに対する発展性や新たな
可能性が広がる材料である。

3.デザインコンセプト
　酒田みらい橋は、山形県酒田市街の新井田川に架かる歩道橋である。酒田市街地は古くからの伝統・格式ある建物
と近代建築物との新旧の二面性を有した場所で、橋近傍は住宅地・学校等の人々の生活に密着した多くの日常的な
シーンが展開される場所である。これらの風景を大切にし、この橋の中央に立つと周辺からの視線を感じ、少し注目
された空間を感じられる、そんな「日常の中に緊張感を感じることのできる舞台となる橋」をコンセプトとした。

4.景観設計面からの構造上の特徴
　従来のRC構造物のデザインは、鉄筋の配置やコンクリートのワーカビリティによる造形上の制約を大きく受けて
いた。RPCは鉄筋の配置を不要とし、高い流動性により造形上の自由度が飛躍的に向上したと言える。これにより
従来のコンクリートでは考えられない断面形状を有する構造物のデザインや、意匠の幅を広げたデザインによる様々
な空間表現を可能としている。本橋では、スパン長50mの主桁はRPCの高強度特性を活かすことにより非常に薄い
部材厚とし、大幅な軽量化を実現した。橋梁形式を単純梁構造として河川内に橋脚を設けないとしたことや、通常の
PC橋では210cmとなる桁高を156cmに抑えることができたことにより、開放感のある空間を創出した。また高強度
特性を最大限に活かすため、片側ウェブに対し18箇所の開口部（支間中央部では90cmの開口）を配置し、構造解析
上応力に余裕のある部分を取り除くことで、更なる自重の軽減を図ることができた。開口のデザインにより、写り込
みによる豊かな表情の倒景を構築し、構造体の透過性の向上により軽量感を引き出すことに成功している。これらは
鉄筋の配置を必要としない鋼繊維補強材料を用いたことにより実現できたデザインであり、RPCの特性を充分に活
かすことのできたデザインである（写真-2,図 -1）。
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写真-1　RPCと同等の強度を有する他部材の断面形状

写真-2　酒田みらい橋全景

表 -1　RPCと同等の強度を有する他部材の設計結果

図 -1　酒田みらい橋一般図
断面図側面図

H型鋼梁 RPC梁 普通コンクリート梁
桁高(cm) 20 20 40
桁幅(cm) 20 20 40
重量(kg/m) 50 50 210



6.ディテールの考え方
　RPCの持つ高緻密性・高い表面転写率は、非常に滑らかな表面を得ること
が可能である。通常のコンクリートでは、あばたなどによる表面仕上げ上の
課題があるが、RPCでは表現したい表面仕上げを、適切な型枠の選択により
実現した。ここでは車止めに対しガラス製の型枠を用いることにより、通常
のコンクリートでは表現しきれない光沢性を表現する表面仕上げが可能と
なった（写真-5）。また高欄の笠木は、利用者が直接触れたり、肘を置いて
休んだり景色を眺めたりするものであり、景観のみならず触感をも楽しめる
ことを目的とした。手に馴染みやすい断面形状（図-2）と、鋼製型枠を用い
たRPCにより得られる滑らかな表面仕上げは、安心感を感じ得るものとなっ
た（写真-6）。適材適所の表面仕上げを表現できるということはディテール
を考える上での幅を広げる意味で有効な材料であると言える。
　RPCでは様々な色の微粉末を用いることによりその色を表現することが可
能となる。ここでは高欄の笠木に対し、主桁全体との色合いを変えるために
白色系の微粉末を用いることにより明度の高い笠木をRPCで製作した（写
真-6）。色の種類が豊富であることは、単に様々な色を表現できるだけでな
く、色による全体との調和を図ることもでき、ディテールを考える上で非常
に有効な材料となる。また高欄の支柱に対しては、無彩色系のステンレスフ
レーク入り塗装を施した鋼製角パイプを用い、RPCとの色彩上の相性の良さ
を確認した。またその配置にも気を配り各々を45°回転させて配置したこと
により、光による陰影効果を高め豊かな表情を持つ高欄を表現することがで
きた。

7.おわりに
　酒田みらい橋は、RPCを用いて橋梁の設計と施工を行う日本で初めての試みである。RPCの持つ材料特性から、デ
ザインを考える上での幅が広がり、新たな可能性と発展性を実感した。

5.材料特性による造形の考え方
　RPCは高い流動性と自己充填性能を有する材料であり、様々な形状への対
応が可能である。RPC打設時におけるエアーの抜け具合を良くし充填製を高
めるため、下床版内面にはカーブを持たせる形状とした。また主桁の川面へ
の写り込みを考慮しウェブ面を傾斜させる等、RPCならではの自由度の高い
断面形状を実現した。
　RPCは通常のプレストレストコンクリート橋梁などで用いられるコンク
リート（設計基準強度40N/mm2）に比べ、約5倍の強度を有する上に鉄筋の
配置を必要としないことから非常に薄い部材厚を実現した。結果として主桁
の断面形状ではウェブ厚8cm、上床版厚5cm、下床版厚11cmと通常のコン
クリート橋の1/5程度まで部材厚を薄くすることが可能となった（図-1）。通
常のコンクリートにおける塊（かたまり）・矩形という造形上の考え方を払
拭し、RPCでは板材としても扱えるという考え方を利用して、親柱において
フランジ厚3cm、ウェブ厚6cmの鋼材に見立てた板材としてのデザイン展開
を試みた（写真-3）。応力を考慮する場合の最小部材厚は、RPCに使用する
繊維の長さの関係から3cm程度となるが、応力を考慮する必要のない化粧パ
ネル等に対しては更に薄い部材厚の実現が可能となる。ここでは上床版側面
に対し最大厚さ3cm、最小厚さ5mmの化粧パネルによる「く」の字型のフェ
イシャルラインを設けた（写真-4）。RPCではミリ単位の超極薄部材の適用
が可能となり、スケール面においても造形の考え方の幅が広がる材料である。
また本ケースでは扱っていないが、RPCの持つ材料特性から、棒状・管状の
部材としての適用も考えられる。

写真-3　親柱

写真 -4　フェイシャルライン

写真-5　車止め

写真-6　高欄

図 -2　笠木の断面形状


